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〈追憶文〉

島 恭 彦 先 生 の 業 績 を偲 ぶ

宮 本 意

馬恭彦 先生は,日 本 の才 リジナ,レな財政学の建設者であ り,ま た地域の民主主義の確

立のために多 くの業績 と社会 的活動 をされ ました。島恭彦先生 の研究 は財政学を中心 に

してい ますが,き わめて幅が広 く,1980年 代 に編集 した島恭彦著作集 侑 斐 閣)は,財

政思想史,財 政学原理,日 本財政学,地 域論,国 家独占資本主義論,東 洋社.会論の6つ

の領域 にわ たってい ます。 この著作集 に収録 で きなか った ものは 『戦後民主 主義 の検

証』(筑 摩書房)に 一部収録 しましたが,そ の他 に も尨大な社会評論が あ ります。

島恭彦.先生 の理論 は二つの足を土 台に しているように思います。

ひとつ はマルクス主義を中心 とした政治経済学です。 もうひ とつ はフランス啓蒙主義

以来の西欧民主主義論 であ ります。 この二つの土台は矛盾 しているか のようにみえ るか

もしれ ませんが,そ れは島先 生の感性 によって,み ごとに総 合され ているのです。

.マ ルクス主義を中心 とした政治経済学 といいま したが,マ ル クス=エ ンゲルスの 『資

.本論」 などの.セ要経 済著作 には戦後 の有名な論争にあ ります よ.うに,マ ルクスは国家 を

ふ くむ後半の体 系を完 成 しないでな くな りましたので,財 政学 に関す るまとまった業績

はあ りません。 したが って,マ ルクス主義にたつ財政学 ほ,マ ルクスの著作に依拠 して,

それを種 々に解 釈する とい うことで は成立せず,ま った くオリジナルに体系 を くまね ば

な りませんで した。 そのいみで,島 財政学は他 のマルクス経済学の ように 『資 本論1を

種 々に解 釈す るので な く,古 典派経済学以来の経 済学 の成果 を土台に して,日 本の財'政

を中心 に した資 本i義 国家の動態を分析 し,非 マルクス経済学の財政学 の理論 を批判 し

て構成す る とい う独 自の業績 をつ くらねばな りませ んで した。当時,こ うい う道を歩 ん

でいたのはわずか に東大教授 故大内兵衛氏 がおられ,島 先生 も著作な どをみる と,大 内

財 政学 に学ぶ ことが大 きか ったよ うですが,大 内財政学 とは ことな る独 自の島財政学 を

建設され ま した。

戦前 の 日本財政学界 の主流 は ドイ ツ財政学で あ り,そ の思想は ワイマール憲法 に もと

ず く社会駐 機 で はな く,K…alwissenschaft以 来 の糊.犠 的国家論 とビ.スマ
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ルク流の社会政 策を結合 した もので した。それは戦時 中の天皇制擁護の国家論 に もつ な

が るもので した。島先 生の理論 はフランス革命に よって生みだ された西欧民主主義の国

家論や 自由主義 的財政 思想 を土台 にして,日 本的国家論 を批判 して,さ らに労働者階級

を中心 とした人民による現代民主主義論に まで発展させよ うとされ ま した。 したが って,

島財政学の教科 書の最 後の章 は,必 ず財政民主主義で終わっています。先生が地方財 政

や地方 自治を終 生の仕事 とされたの も,民 主主義 と権力 からの自由に もとず く,新 しい

公共部門の成立を もとめたた めであ ろうと考えます。

これ らの ことか ら解 か ります よ うに,島 先生はマル クス主義政治経済学者であ り,政

治的立場 は保守党政治 に厳 しい批判 的立場 を終生堅持されていま したが,日 本のマ ルク

ス主義 者にあ りが ちな作風,つ ま りマル クスーエ ンゲルスや レーニ ンの著作 を引用 し解

釈 し,そ れを結論 にす るとい う硬直的な理 論家で はあ りませんで した。近代 主義 的なフ

ランス啓蒙思想や イギ リス自由主義経済学 を包含 する広 い視野 に立 って,独 自の理 論を

生みだ さ.れた といってよい と思い ます。

島先生 の業績 は,箸 置28歳 の時に書かれた 「近世租税思想史」(有 斐 閣)と いう大著

を出発点 とします 。先生 の自叙伝 『忘れ得ぬ 日々』 によれば,こ れはハ ロル ド・ラスキ

のrヨ ー ロ ッパ自由主義 の勃 興』 とい う思想史に影響 を うけた といわれ ますが,し か し

ラスキ とはちがいます。社 会史的租税思想 史 とな っています。 イギ リスとフランスの近

代思想 と くに フランス革命前夜 までの租税 思想 の歴史をエ ッセ.イ風に叙述 した ものです。

大家の処女作 とい うのはその人 の思想 と研 究方法 とが萌 芽的な形態で凝縮 している とい

われますが,こ の香気 にみ ち,覇 気 にあふ れた処 女作 は島教授が未踏 の高峰 をさい しょ

に征服 し,民 主主義財政学 の地平 をひらいた記念碑 であ り,後 に展開 され る諸分野への

道 も しめされています。 この本 はエ ッセー風の名 文なのですが 当時の京大教授 たちには

叙述の方法か ら批判 され たようです。先生は専 門家のみ ならず,満 天下の市民によんで

もらいたい と思 って 出版 されたよ うですが,初 版わずか600部 で した。 しか しこれ をよ

んだ読者,た とえば戦後 日本財政学の第一人者で あ った散材栄夫都立大教授,故 遠藤湘

吉東大教授,故 武田隆夫東大教授 などの財 政学者 は近代経済学,マ ル クス経済学の立場

をこえて,こ の本に大 きな影響 を受 けた と語 っています 。私 は名.古屋大学の水田洋先生

のゼ ミで思想 史を勉 強 している時 に,こ の本を よんで感 激 し,卒 業論文作成の過程 で島

先生の ところへ弟子 入 りしま し.た。島先生の 自叙 伝によ ります と,戦 後の学生である私

が この本 を評価 して くれたのが 大変 うれ しか った と書か れてお り,お 手元にあ った初版
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本の残 り2冊 の内1冊 を私に くださ ってい ます。私にとって これは先生の形見 です。

この本 の第1の 成果 は,租 税論を制度論 としてみないで,租 税を歴史的 ・社 会的存在

とし,政 治 と経 済の相剋の場 と してみてい ることです。 したが って,租 税を単 なる法規

の集積 と考え,租 税の発展 を租税法の改正である とみ て,実 証 にのみ走 る多 くの租税論

にたい して,村:会 史的租税思想 史を描 くことによって,変 革期の租税論 をあ きらか に し

ています。 ここでは,ブ ルジ ョア民 主主義 革命 の国家観の基礎 となった原子論的国家観

と租税利益説 との革新性 と限界を明 らか に してい ます。 この本 の意義 は同 じように社会

史 的租税 思想 史の古典 とな ってい るW、Ke㎜edy,EnglishTaxation(1913)と 比 較 して

み る と解 ります。 ケネディの著書が分配論 的な思想史であるのにたい して,島 先生のそ

れ は近代 的公権力 の成立史 となっています。

島先生 は この本 を作成 してい る過程で ヨーロ ッパの近代 思想家,と くに先生が当時一

番 好 きであ った チ ュルゴーな どの フランスの思想家が 中国 を中心 に,ア ジア社会 につい

て考察 していることに興味を もたれ,「東洋社会 と西欧思想』(生 活社,1941年,筑 摩書

房復刻版,1990年)を 出版されま した。 この本 は東大の アメリカ外交史 の斉藤孝教授 が

推薦 され てさい きん復刻されま した。斉藤教授の素晴 らしい 「あ とが き」 によれば,こ

の本 は従来,人 文科学に比 してお くれていた社会科学の アジア社 会研究 の最初の記念碑

で あ り,今 日もなお,こ こか ら出発 しな ければな らぬ古典 としての価値 をもっている と

されてい ます。

この本の第.の 価値 は古 くはウエーバーか らヴィットフ ォーゲ ルにいたるまで,欧 米.

の研究者が アジ アの資本主義的近代化 を否定 してい ることを批判 し,東 洋社 会が西欧 と

同 じ近代 化の道を進 む ことを しめ した点です 。これ は今 日,み ごとに証明され たとい6

て よいで しょう。 そして,こ の本の第二の価値 ぽ,当 時の事大.主義的な東洋思想 とくに

日本主義 の優位性 をと く思潮 を批判 し,西 欧 の近代思想の普遍性を明らか に したことで

す。これ は当時 と して は勇気のいる ことであ った と思います。

この本 は奇 し くも太平洋戦争 のは じまった 日に出版され ました。戦争 中,多 くの左翼

の学者が筆 を曲げて太平 洋戦争 を賛美 あるい は評価 して,戦 後 、みるにたえぬ残骸をの

こ してい ます。お どろ くべ きことに,こ の本 は一字一句 も訂正す ることな く今 日復刻 さ

れ て,み ずみず しい感動 を私たちにあ たえてい ます。岩波書店 の編集者であ った田村義

也さ んが学徒出陣の際に,ユ.冊 だけカバ ンに秘めて持 っていたのが,こ のr東 洋社 会.と

西欧思想」であ った とい うエ ピソー ドがあ りますが,む べなるか なと思います。
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島先生 の学 界にたいす る最大の業績は,い うまで もな く,r財 政学概論』(岩 波書店,

1963年)を は じめ とず る財政学の著作ですが,紙 数 もあ りませ んので,そ の評 価は著作

集第2巻r財 政学原理』の私 の解説 にゆず ります。ここで は先生が晩年,も っとも関心

をもってお られ た地域論 にうつ ります.島 先生 はすで に戦争 中に中国四M省 の塩業 の研

究で地域論へ の関心 を しめされていま したが,戦 後r現 代地方財政論』(有 斐 閣,1951

年〕 によって,そ の理論を結晶されま した。 この本 は,こ れまで内務官僚 の制度研究で

あ った地方財政論 を政治経 済学の分野にひ きいれた画期的な業績 で した。 この著書で は

現代 の地方財政が資本主義の発展による地域経済 の不均等発展 に規定 され る一方,福 祉

国家のナシ ョナル ・ミニマムの要求によりて画一 的な財.政需要を もっていることを明 ら

か に しま した。 そ して,こ の矛盾 を解決す るために,当 時来 日したシヤウプ博 一Lは地方

財 政調整 制度 を導入 したのですが,先 生はその限界 を指摘 しています。 戦後 の憲法体制

によ って,地 方 自治が発展 し,地 方財政 は国家財政 に匹敵す る重大な政 治経済 的役割 を

果 た しは じめて いたのですが,一 般 の研究者 は泥臭い分野 として放置 していま した。 そ

こで,こ の島教授の著作の与えた衝 撃は大 きく,若 い研究者が争 って地域経済 と地方財

政 の研究や実態調査をは じめるようにな りま した。財政学 会の中に地方財政部会がつ く

られ,後 に 日本 地方財 政学会に発展 し,400人 以上の研究者が集結 する ようにな ったの

です。

島教授 は この 「現代地方財政論』の最終章において,民 主的地方 自治 は制度ではな.く,

自由民権以来の民主主義運動 にあ ることを明 らかにされま した。 そ して,す すんで自治

労の 自治研運動 に参加 され,さ らに,そ の先 進者 グループと一緒 に,ユ963年 自治体 問題

研 究所 を創立 され,研 究所理事長 として,20年 にわ た り,こ の発展に寄与されま レた。.

先生が提 唱 した民主的統 戦 線 による自治体改革論が,戦 後政治の一時期 をひ らい た革

新 自治体 の誕生 にむすびついたのです 。先生 は多 くの社会運動 に も参加 され ま したが,

この研究所 を中心 とす る地方 自治運動へ の寄与が,戦 後史 にのこる社会 的業績 にあ った

といえるで しょう。


